
週間国際経済2016（36） №75 10/12～10/18   金俊行（きむじゅねん） 

 

10/11・日本経常収支黒字8月23％増の2兆円、9年ぶり高水準 ＜１＞ 

    原油安・円高で貿易黒字に 輸入18.3％減、輸出9.6％減で2432億円 

    対外直接投資は10年ぶり赤字 巨額買収が影響 

  ・ロシア大統領「原油減産加わる用意」 OPECと協調探る 

 

10/12・米大統領選第2回テレビ討論会 貧しき政策論争 「ましな方」で選ぶのか 

  ・第2次補正予算成立 経済対策4.5兆円 政府・与党、緩む財政のタガ 

  ・日銀国債保有400兆円超す 異次元緩和（13年4月）前は130兆円 ＜２＞ 

  ・ビットコイン、通貨と同じ位置づけに 取得時、消費税課さず ＜３＞ 

    財務省・金融庁、仮想通貨をモノやサービスではなく「支払い手段」と定義 

 

10/14・プミポン・タイ国王死去 88歳 在位70年、世界最長 

  ・中国、輸出に急ブレーキ 9月10％減 前年同月比減は6カ月連続 

  ・サムスン、新スマホ「ギャラクシーノート７」販売打ち切り 

    10～3月営業利益目減り3000億円 

  ・ソフトバンク巨額ファンド サウジと250億ドル規模 IoTなどに投資 

    サウジアラビア政府系ファンドと共同で サウジの脱・石油依存加速 

 

10/15・米財務省 為替報告書で日本を引き続き「監視リスト」に指定 

    円相場は「円滑に機能している」 中国・ドイツ・韓国・台湾にスイスも加わる 

  ・米財政赤字5年ぶり拡大 16会計年度 61兆円、医療保険費用膨らむ ＜４＞ 

  ・タイ経済、回復へ正念場 国王死去で停滞リスク 外資の信頼確保課題 

    軍事政権副首相、民政復帰に影響せず 

 

10/16・FRB議長「将来の景気後退には利下げだけでは対応できない」 

 

10/17・日本国債含み損大きく 財務省資産 金利上昇時に米独の３～5倍 

    国債金利が1％上がった場合、国債保有者含み損がGDPの13.5％に（米は4.2％） 

  ・北方領土に共同統治案 日ロともに主権行使 12月首脳会談で協議探る ＜５＞ 

 

10/18・人民元6年ぶり安値 17日1ドル＝6.74元 当局、ドル売り介入抑制か ＜６＞  ・

ホンダ、中国に新工場 小型車回復で凍結一転 日本勢、再び投資拡大  

  ・増税再延期法案審議入り 消費税率10％への引き上げ2019年10月に 

    軽減税率、住宅購入の優遇制度、インボイス導入など軒並み先送り 今国会成立めざす 

  ・FRBフィッシャー副議長「物価目標近づいている」利上げに意欲 

    投資や雇用の過熱を容認する「高圧経済」に否定的 イエレン議長とのズレをうかがわせる  

          

 



 


